
熊本市のSDGsの取組と
技術革新への対応

熊本市

令和元年11月22日

熊本市長 大西 一史
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内閣府は、自治体によるSDGsの取組を促進するため、優れた取組を提案する都市を
「SDGs未来都市」として選定し、その中でも特に先導的な取組を「自治体SDGsモデル事業」
として選定。熊本市はその両方に選定された。



2019年11月22日

熊本市

自治体ＳＤＧｓモデル事業

熊本地震の経験と教訓をいかした

地域（防災）力の向上事業
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熊本地震
平成28年4月14日､16日

再認識した
地域力の重要性
ライフライン強靭化の必要性

１ 熊本地震の教訓
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地域力×防災・減災のまちづくり×ＳＤＧｓ

安心安全な「上質な生活都市」へ

西予市への職員派遣 2018日韓共同セミナーでの講演
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蓄電池として避難場所等で活用

浴場・運動施設による健康増進
交流促進による地域活性化

⇒災害時は避難所となる

新産業の振興・CO２削減

EV充電拠点

ＥＶ

家庭避難所（学校）や病院など

ごみ焼却施設

災害時

電
力

①ZEH ②EV ③中小企業

⇒家庭や中小企業への省エネ支援

自立分散型のエネルギーシステムにより

年間1.6億円の電力料金が削減
市施設へ

産官学が協力し、ＥＶバスの開発を
行い、熊本市がバスを運行

ＥＶバス

地域エネルギー会社

災
害
時

健康増進施設
（コミュニティ拠点）

電力･余熱利用

熊本市 出資

②ＥＶ車の電力供給に係る官民連携事業 ③ＥＶバスの導入促進事業

EVを避難所で給電車として活用

①地域エネルギーの地産地消の発展

２ 統合的取組（補助対象事業）

ライフライン強靭化プロジェクト
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３ 自律的好循環

ごみ焼却施設（DBO方式）

民間活力

“熊本発”
EVバスの導入 市

省エネルギー機器等導入補助金

①ZEH ②EV ③中小企業

地域エネルギー事業

地場企業振興

産官学民連携 電力の最適化による

資金の確保

・地域防災力の向上
・環境保全と経済の好循環
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４ ＳＤＧｓの推進に向けて

熊本連携中枢都市圏地球温暖化対策実行
計画（地域エネルギービジョン）を策定。

サステナビリティ全体構想

出所：肥後銀行ホームページ
熊本市立北部中学校 （ＥＳＤ研究指定校）

市職員から率先垂範 中学校でのＥＳＤ 地元金融機関との連携

連携中枢都市圏での取組 アジア・太平洋水サミットでの取組

2020年10月開催予定の第4回サミットにて、
水保全や防災・減災の知見を広く発信。
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令和元年（2019年）4月16日
地域エネルギー事業 開始記念式

令和元年（2019年）7月22日
日産グループとの連携協定締結式

５ 事業の進捗状況

・ＪＦＥエンジニアリング㈱と連携した
地域エネルギー事業の開始

・日産グループとの連携協定締結
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ＳＤＧｓ未来都市選定の要因

脱炭素化、ＳＤＧｓの実現に向けた日本のビジョンの一つである

「地域循環共生圏」の構想に合致

■合致している要素

・自律分散型のエネルギーシステムの構築（エネルギーの地産地消）

・災害に強いまちづくり（地域づくり）

・熊本連携中枢都市圏域の１３市町村で地球温暖化対策推進法に基づく

地方公共団体実行計画及び地域エネルギービジョンを共同策定予定
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ＳＤＧｓ未来都市選定の要因

令和元年（2019年）5月18日、福岡市において環境省主催による「九州地域循環共生圏
シンポジウム～豊かで活力あふれる地域主導の脱炭素化・SDGs構想～」が開催され、
要請を受けて講演。
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増加する激甚災害（台風15号・19号による被害状況）

（台風15号）
反対側の民家に倒れ込む電柱

（台風15号）住宅を直撃したゴルフ練習場のポールと電柱

（台風19号）71河川で決壊

（台風19号）
住宅被害8万5300棟余

（台風19号）農林水産被害 2750億円超



災害復興担当市長としての取組
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令和元年（2019年）5月31日、「指定都市サミット in 岡山」が開催。

災害復興担当市長として「『広域・大規模災害時における指定都市市長会行動
計画』改正」及び「災害対応法制の見直しに関する取組経緯等」を報告



災害復興担当市長としての取組
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平成30年（2018年）より全国市長会に新たに設置された防災対策特別委員会の
委員長を拝命。全国72名の市長が委員を務める。

令和元年（2019年）11月13日、「全国市長会防災対策特別委員会」が開催。
今夏の災害により被災した地域より報告及び意見交換を実施。
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フランス ストラスブール市の事例（トランジットモール）
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フランス ストラスブール市の事例（トランジットモール）

トラムが交差する
停留所（写真左）

自転車専用の走行空間
（写真右）
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［内閣府「官民ITS構想・ロードマップ2019」より引用］
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［内閣府「官民ITS構想・ロードマップ2019」より引用］
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健康ポイントによるインセンティブ付与

対 象 者 ： 被保険者(熊本市民18歳以上）

対象行動 ： 特定健診の受診、がん検診の受診

①健診ポイント

対 象 者 ： 熊本市民18歳以上

対象行動 ： ウォーキング、自己健康チェック

②毎日ポイント

対 象 者 ： 熊本市民18歳以上

対象行動 ： 健康イベントへの参加、市施設利用など

③お出かけポイント
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https://1.bp.blogspot.com/-ezz3owdPC4o/V4whVqqnJqI/AAAAAAAA8WQ/ysz39M5fSG8zPGVWhRJTdbMmIZKkVhfLgCLcB/s800/sport_walking_man.png
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スマート農業の例示（熊本市）

アシストスーツによる作業負荷軽減の実証（すいか）

熊本市では、本年度から、農林水産省の「スマート農業加速化実証プロジェクト」に、ＪＡ
生産部会や県、大学、ＩＴ企業等と連携したコンソーシアムを構築し、施設園芸のなすと
すいかで取り組んでいます。

ＡＩ自動かん水・施肥システムによる収量増加と省力化の実証（なす）

ＩＣＴを活用した営農支援の実証（なす・すいか）
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AI・ロボット研究（介護ロボットなど）

熊本県、熊本大学等とともに設立した「くまもと医工連携推進ネットワーク」において、

県内における医療・福祉関連産業の振興及び医療・介護等のＱＯＬの向上を図ることを
目的として、企業の医療・福祉関連産業における取引拡大や新規参入に向けた取り組
みを支援しています。

講演「介護現場の課題にロボットは応えられるか？」の様子 介護ロボット研究会の様子



まとめ
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○ＳＤＧｓの普及展開
ＳＤＧｓの理解促進とＳＤＧｓ熊本モデルを発信していきます

○イノベーションの創出
イノベーションを通じて様々な社会課題の解決を図ります

○パートナーシップ
企業、大学、市民の皆様と一緒にＳＤＧｓを推進していきます



熊本市

ご清聴ありがとうございました
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